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問い合わせ・連絡先

九州セミナー本部事務局（日高）　
大牟田現地実行委員会（野口）

Tel 093-871-0449 seminar@k-shaiken.jp
Tel 0944-53-2711 kyusemi.omuta@gmail.com

後援

福岡県、大牟田市、福岡労働局

エッセンシャ
ルワーカーの

働き方と健康

人間らしく働くための

九州セミナー
大牟田in

第34回

http://kyusemi.jp/

11月16日● 13：00開会
17：30閉会

参加費
3,500円 1,000円 無料報告書付き

一　般 大学生・大学院生 高校生以下

大牟田市不知火町2-10-2
JR大牟田駅【正面口】徒歩6分

「エッセンシャルワーカーが
 安心して働ける社会のために」

「エッセンシャルワーカーの働き方と健康」

講師／田中洋子 氏（筑波大学人文社会系名誉教授）

記念講演

パネルディスカッション

土 11月1７日●

1116 17月

9：00開会
12：30閉会

「大牟田における、公害・労災
　職業病の闘いアーカイブ」
講師／橋口俊則 氏（社会医療法人親仁会 会長）

教育企画
テーマ別分科会

日

土 日

大牟田文化会館大牟田文化会館

詳しくはコチラを
チェック！

三池炭鉱宮原坑

三井鉱山により造成された
人工島「初島」

対岸から望む三池港



人間らしく働くための九州セミナーとは
　「人間らしく働くための九州セミナー」（以下、九州セミナー）
は、1990年6月、働く人びとのいのちと健康をまもる学習と交流の
場として「人間らしく働くために　労災職業病九州セミナー」とし
てスタートしました。2010年の第21回大会からは、運動の発展と
ともに現在の名称に改称しています。九州セミナーは、労働者・
労働組合、職場組織、患者、医療機関、弁護士、学者・研究者、
市民などの連携で働く人々の健康問題に取り組む運動で、九州
各地の職場・職域で1年間を通して働く人びとの健康問題につ

　新型コロナウイルス感染が拡大し、エッセンシャルワーカーは注
目されましたがポストコロナになっても労働条件・処遇の改善は進
んでいません。また、2019年の「働き方改革関連法」では、自動車
運転業務・建設業・医師については業界の慣行や特殊性を理
由に「時間外労働の上限規制」を例外的に猶予されました。猶
予期間も終了し、2024年4月から本格的に実施されていますが、
働き方改革が効率や生産性だけを重視し、業界の慣行を理由
に「働き方」そのものの見直しは行われませんでした。教育現場
の教職員の働き方も深刻な実態にあり、中教審特別部会が出し
た「審議まとめ」では、教職員の長時間労働解消の議論がされて

今回の基本コンセプト“エッセンシャルワーカーの働き方と健康”

参加申し込みについて

分科会報告の募集について

申込受付開始 9月9日 月

エントリー締切 10月9日 水 10月16日 水

11月7日 木

093-871-0449
seminar@k-shaiken.jp

九州セミナーホームページよりお申込
みをお願いします。パソコン又はス
マートフォン（QRコード）から「参加申
込フォーム」に入り入力してください。
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1

2

2
報告原稿は、ワードとＰＤＦ
の２通りで、下記のメールア
ドレスに送って下さい。

データを下記のメールアドレ
スに送って下さい。

エントリーは、パソコン
又はスマートフォンの
エントリーフォームに
入り行ってください。

申込締切最終

10月9日 水エントリー締切

提出締切

9semiomuta2024bunkakai
@gmail.com

11月6日 水提出締切

9semiomuta2024bunkakai
@gmail.com

いて「学び・調査し・行動する」活動（セミナー運動）を行い、毎
年秋のセミナーで九州各地の仲間が一堂に集い、成果の報告
に学び合い新たな運動に繋げています。2020年は新型コロナウ
イルスの感染拡大により開催を1年延期し、第31回大会（2021北
九州）と第32回大会（2022本部主催）はオンラインで開催し、昨
年の第33回宮崎大会は久しぶりに現地開催（オンライン併用）し
ました。今年第34回となるセミナーを大牟田市で開催します（オン
ラインはなし）。

きたものの、長時間労働の解消に向けた実効策は見られません。
　そもそも、エッセンシャルワーカーは社会生活を送るために必要
不可欠な職種にも関わらず、非正規で働く労働者が少なくありま
せん。また、ケアワークの多くを女性が担っています。その多くは低
賃金労働で、今では円安・物価高の影響で実質賃金がさらに下
がり続け日常生活を送るのさえ困難な状況におかれています。エッ
センシャルワーカーが健康に安心して働ける社会は、すべての人
びとにとっても安心して生き住み続けられる社会です。今回、社会
生活に不可欠なエッセンシャルワーカーについて考え議論したいと
思います。

ホームページより参加申し込み

ホームページより
エントリー

原稿提出

メールを受信して受付完了
自動的に「受付返信メール」が届きます。

※申し込みをされても返信メールが届かない場合は、
　大文字で入力されていないか等、再度ご確認ください。
　解決できない場合は下記までご連絡ください。

～

3 発表用パワーポイント
データの提出

人間らしく働くための九州セミナーin大牟田
第34回


